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答

扶
助
基
準
の
見
直
し
は
近
年
の

物
価
の
動
向
等
を
勘
案
し
、
国
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
住
宅
扶
助
が

減
額
と
な
り
転
居
自
体
が
自
立
を
阻
害

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
経
過
措
置

を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
最
終
的
に
影
響
を
受

け
る
世
帯
は
約
１
割
程
度
に
な
る
と
見

込
ん
で
お
り
、
当
該
世
帯
に
対
し
て
は

基
準
内
家
賃
住
宅
へ
の
転
居
に
つ
い
て

費
用
も
含
め
支
援
す
る
。

問

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
日
本
で
は
人
口

の
５
％
、
約
20
人
に
１
人
と
言
わ
れ

て
い
る
。
誤
解
や
偏
見
か
ら
自
分
の

自
然
な
性
的
指
向
や
性
自
認
を
否
定

的
に
捉
え
、
強
い
疎
外
感
や
自
己
否

定
の
気
持
ち
に
か
ら
れ
る
人
も
い
る
。

①
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
と
、
生
き
方

土
屋　
知
紀

日
本
共
産
党

①
市
内
全
域
の
空
き
家
の
分
布

状
況
や
危
険
性
の
有
無
等
を
調
査
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
。
本
年
度
は
そ

の
結
果
を
基
に
基
本
方
針
を
定
め
、
条

例
制
定
及
び
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り

組
む
。

②
本
年
度
、
空
き
家
対
策
の
総
合
調
整

を
行
う
部
門
と
し
て
住
宅
課
に
住
宅
政

策
担
当
を
設
置
し
、
連
携
強
化
と
相
談

体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

③
実
態
調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
中
で
、

備
後
圏
域
で
の
連
携
も
視
野
に
、
具
体

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て

本
市
の
経
済
発
展
に

住
宅
扶
助
基
準
の

引
き
下
げ
撤
回
を

問

地
方
版
総
合
戦
略
の
立
案
に

役
立
て
る
た
め
に
、
国
の
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
は
「
地
域
経

済
分
析
シ
ス
テ
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　
経
済
分
野
に
限
ら
ず
、
観
光
や
人

口
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
搭

載
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

問

政
府
は
本
年
７
月
か
ら
住
宅

扶
助
基
準
を
引
き
下
げ
る
。
そ
の
差

額
分
は
保
護
受
給
者
の
最
低
生
活
費

に
食
い
込
む
こ
と
と
な
り
、
憲
法
第

25
条
に
う
た
わ
れ
る
生
存
権
保
障
を

脅
か
す
。
国
に
対
し
、
住
宅
扶
助
費

の
引
き
下
げ
の
撤
回
を
要
望
す
る
こ

徳
山　
威
雄

誠
勇
会

答

本
シ
ス
テ
ム
は
次
期
総
合
計
画

の
策
定
や
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
推

進
な
ど
に
非
常
に
有
用
で
あ
り
、
経
済

観
光
、
人
口
な
ど
幅
広
い
分
野
の
デ
ー

タ
に
加
え
、
本
市
の
統
計
調
査
や
各
種

調
査
結
果
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

精
度
の
高
い
分
析
を
行
い
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
や
効
果
的
な
政
策
の
立
案
な
ど

に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

の
デ
ー
タ
を
ど
う
分
析
し
て
本
市
の

経
済
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

と
を
求
め
る
。

河
村　
晃
子

日
本
共
産
党

の
多
様
性
を
認
め
る
条
例
制
定
や
支

援
体
制
へ
の
考
え
は
。

②
正
し
い
知
識
の
普
及
の
た
め
、
市

民
へ
の
周
知
や
職
員
へ
の
講
演
会
の

開
催
等
、
今
後
の
取
り
組
み
の
具
体

は
。
さ
ら
に
、
相
談
・
支
援
窓
口
の

設
置
、
当
事
者
支
援
の
た
め
の
専
門

機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
求
め
る
。

答

①
人
権
施
策
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
人
権
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
解
決

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
職
員
研
修
や
広
報
ふ
く
や
ま
な
ど
を

通
じ
て
啓
発
を
行
い
、
当
事
者
団
体
等

と
の
協
働
に
よ
り
パ
ネ
ル
展
示
も
行
う
。

生
徒
指
導
規
程
を
改
め
、

中
学
生
逮
捕
の
中
止
を

Ｌ

※
　

Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
と

支
援
体
制
を

問

①
「
毅
然
と
し
た
指
導
」
を

特
徴
と
す
る
本
市
の
生
徒
指
導
規
程

は
、
子
ど
も
た
ち
や
学
校
を
息
苦
し

い
も
の
と
し
て
い
る
。
行
き
過
ぎ
を

改
め
、
必
要
最
小
限
の
「
学
校
の
決

ま
り
」
に
改
め
る
こ
と
。

②
学
校
で
の
中
学
生
の
逮
捕
に
お
け

村
井　
明
美

日
本
共
産
党

る
生
徒
の
釈
明
権
の
保
障
や
、
逮
捕

時
お
よ
び
そ
の
後
の
権
利
擁
護
の
た

め
の
手
だ
て
は
。

答

①
内
容
を
見
直
す
際
は
子
ど
も

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
や
、
児
童
生
徒

保
護
者
の
意
見
も
参
考
に
し
て
い
る
。

②
暴
力
行
為
等
で
逮
捕
さ
れ
た
場
合
、

自
分
の
行
動
や
生
活
を
見
つ
め
直
さ
せ

学
校
の
荒
れ
や
交
友
関
係
を
改
善
す
る
。

　
ま
た
、
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ふ

く
や
ま
と
連
携
し
、補
導
、相
談
を
き
っ

か
け
に
、
少
年
育
成
官
と
教
育
委
員
会

が
協
力
し
、
個
の
課
題
に
応
じ
た
学
習

支
援
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

※�ＬＧＢＴ�： 同性愛のレズビアン（Ｌ）とゲイ（Ｇ）、両性愛のバイセクシュアル（Ｂ）、心と体の性が一致しないなどのト
ランスジェンダー（Ｔ）の総称。


